
は
じ
め
に

「
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
」
に
基
づ
き
「
世
界
最
先
端

Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
・
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
」
が
平

成
２９
年
５
月
３０
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と

す
る
「
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
会
議
」
の
下
に
設
置
さ
れ
た

「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
委
員
会
」
に
よ
っ
て
政
府
横
断
的
な
「
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
政
策
形
成
（evidence-based

policy
m
aking‥

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）」
の
推
進
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
重
要
性

・
注
目
度
は
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
等
の
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
考
え
方
は

決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
基
礎
自
治
体
で
は
従
前
か
ら
行

政
評
価
等
を
通
じ
て
指
向
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を

新
し
い
取
組
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
基
礎
自
治
体
が
こ
れ

２７

基
礎
自
治
体
で
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
に
む
け
て

―
デ
ー
タ
取
扱
時
の
基
礎
的
留
意
点

株
式
会
社
富
士
通
総
研
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ中

村

圭
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ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
総
合
計
画
の
策
定
や
行
政
評
価
な
ど
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
よ
っ
て
客
観
的
根
拠
の
活
用
を
推
進

す
る
こ
と
が
基
礎
自
治
体
で
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
実
現
の
た
め
重
要
で

あ
る
と
い
う
立
場
に
た
ち
、
基
礎
自
治
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
取
扱

時
の
基
礎
的
留
意
点
を
考
察
す
る
。

１

エ
ビ
デ
ン
ス
の
定
義

昨
今
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
つ
い
て
盛
ん
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
に
対
し
て
明
確
な
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
中
央
省
庁
で
は
、
科
学
的
な
妥
当
性
を
有
し
た
統

計
的
手
法
に
基
づ
い
て
測
定
さ
れ
た
政
策
効
果
を
エ
ビ
デ
ン
ス

（
以
下
「
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
）
と
し
て
重
視
し
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
経
済
産
業
省
で
は
、「
戦
略
的
基
盤

技
術
高
度
化
支
援
事
業
」（
通
称‥

サ
ポ
イ
ン
事
業
）
を
対
象
と
し

た
、
回
帰
分
断
デ
ザ
イ
ン
（R

egression
D
iscontinuity

D
esign

‥

Ｒ
Ｄ
Ｄ
）
を
用
い
た
補
助
金
交
付
に
よ
る
効
果
測
定
や
、「
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
」
の
一
部
と
し
て

ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
実
験
（R

andom
ized

C
ontrolled

T
rial‥

Ｒ

Ｃ
Ｔ
）
に
よ
る
電
力
価
格
の
値
上
げ
が
節
電
行
動
に
与
え
る
効
果

測
定
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
産
業
省
「
平
成
２８
年
度

政
策
評
価
調
査
事
業
（
経
済
産
業
行
政
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
く
政
策
立
案
・
評
価
に
関
す
る
調
査
）
報
告
書
」
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
は
「
政
策
効
果
把
握
」
に
対

す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
み
で
は
な
く
、「
現
状
把
握
」
に
対
す
る
エ

ビ
デ
ン
ス
も
あ
る
。

厳
密
な
意
味
で
の
政
策
効
果
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
始
め

た
と
い
う
点
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
新
し
い
取
組

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、「
現
状
把
握
」
に
対
す
る

エ
ビ
デ
ン
ス
や
科
学
的
に
妥
当
性
の
あ
る
統
計
的
手
法
を
用
い
ず

に
測
定
し
た
政
策
効
果
に
基
づ
く
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
我
が

国
に
お
い
て
新
し
い
取
組
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（
以
下
、
厳
密

な
測
定
手
法
に
基
づ
か
ず
測
定
さ
れ
た
政
策
効
果
や
現
状
把
握
に

対
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
「
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
）。
基

礎
自
治
体
で
は
、
総
合
計
画
策
定
時
の
基
礎
調
査
や
市
民
意
識
調

査
、
施
策
・
事
業
の
投
入
資
源
や
成
果
等
を
測
定
す
る
行
政
評
価

な
ど
様
々
な
場
面
で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
い
う
表
現
で
は
な
い
が
客

観
的
な
デ
ー
タ
等
の
根
拠
（
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
く
政

策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
従
前
か
ら
指
向
し
て
い
る
。
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２

基
礎
自
治
体
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
あ
り
方

中
央
省
庁
で
は
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
し
て
、
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
政
策
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
基
礎
自
治
体
で
は
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
基
礎
自

治
体
は
「
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
の
創
出
に
注
力
す
る
の
で
は
な

く
、「
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
の
適
切
な
活
用
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
理
由
は
以
下
の
２
点
で
あ
る
。

①

国
と
基
礎
自
治
体
に
お
け
る
事
業
規
模
・
職
員
数
の
差
異

国
と
基
礎
自
治
体
で
は
、
実
施
す
る
事
業
規
模
お
よ
び
職
員
数

に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
国
の
実
施
す
る
事
業
は
基
礎
自
治
体
が

実
施
す
る
事
業
と
比
較
し
て
規
模
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
厳
密

な
政
策
効
果
が
な
か
っ
た
場
合
の
弊
害
は
よ
り
大
き
く
な
る
。
ま

た
、
事
業
規
模
が
大
き
い
た
め
、
予
算
の
一
部
を
ラ
ン
ダ
ム
化
比

較
試
験
（R

andom
ized

C
ontrolled

T
rial‥

Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
の

厳
密
な
政
策
効
果
の
測
定
に
振
り
分
け
る
な
ど
の
対
応
が
実
施
し

や
す
い
。

さ
ら
に
、
中
央
省
庁
で
は
絶
対
的
な
職
員
数
が
多
い
た
め
、
厳

密
な
政
策
効
果
測
定
を
実
施
す
る
た
め
の
統
計
学
等
の
能
力
を
有

す
る
職
員
を
相
対
的
に
確
保
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
（
な
お
、
中

央
省
庁
で
も
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創
出
・
活
用
に
向
け
た
人
材
育
成
は

重
要
で
あ
る
）。

②

基
礎
自
治
体
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
課
題

先
述
し
た
と
お
り
、
基
礎
自
治
体
で
は
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
く
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
指
向
し
て
き
た
。
し
か
し
、
総
務

省
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
評
価
の
取
組
状
況
等
に
関
す

る
調
査
研
究
（
平
成
２９
年
６
月
）」
で
は
、
７１
・
３
％
（
７
８
４

自
治
体
）
が
行
政
評
価
の
課
題
と
し
て
「
予
算
編
成
等
へ
の
活

用
」
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政

策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
課
題
を
抱
え
る
自
治
体
は
多
く
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
基
礎
自
治
体
で
は
、
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創

出
は
難
し
く
、
ま
た
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
十
分
に
活
用
で
き
て

い
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
も
そ
も
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
活
用
で

き
な
い
場
合
に
は
、
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
創
出
し
て
も
活
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
基
礎
自
治
体
で
は
狭
義
の
エ
ビ

デ
ン
ス
の
創
出
に
注
力
す
る
の
で
は
な
く
、
国
や
都
道
府
県
等
が

創
出
し
た
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
や
、
基
礎
自
治
体
の
創
出
す
る
広
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義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
適
切
な
活
用
が
重
要
と
な
る
。
基
礎
自
治
体

で
の
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
従
前

よ
り
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
運
営
を
指
向
し
て
き
た
総
合
計
画
策

定
や
行
政
評
価
な
ど
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
Ｐ‥

計
画
策
定
や
Ｃ‥

評
価
の
段
階
で

デ
ー
タ
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

３

デ
ー
タ
取
扱
時
の
基
礎
的
留
意
点

本
稿
で
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
活
用
に
向
け
た
デ
ー
タ
取
扱
時
の

基
礎
的
留
意
点
と
し
て
以
下
３
点
を
取
り
上
げ
る
。

①

デ
ー
タ
の
活
用
方
法
の
具
体
化
・
明
確
化

基
礎
自
治
体
の
現
場
で
は
、「
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
次
期

総
合
計
画
に
反
映
す
る
」「
行
政
評
価
の
結
果
を
予
算
編
成
に
活

用
す
る
」
な
ど
の
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
活
用
を
指
向
す
る
場
合

が
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
に
は
参
考
資
料
程
度
の
扱

い
な
ど
、
十
分
な
活
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
市
民
意
識
調
査
の
調
査
票
設
計
時
や
行

政
評
価
の
制
度
設
計
時
（
さ
ら
に
は
総
合
計
画
策
定
時
）
に
、
反

映
方
法
を
具
体
化
・
明
確
化
し
て
お
ら
ず
、
反
映
に
必
要
と
な
る

分
析
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
成
果
に
基

づ
く
予
算
編
成
に
行
政
評
価
結
果
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
予
算

編
成
に
必
要
な
成
果
情
報
を
創
出
す
る
行
政
評
価
制
度
を
設
計
す

る
な
ど
、
活
用
の
意
図
に
応
じ
た
制
度
設
計
や
デ
ー
タ
分
析
が
重

要
と
な
る
。

な
お
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
エ
ビ
デ
ン
ス
の

活
用
方
法
を
事
前
に
具
体
化
・
明
確
化
し
て
い
な
い
場
合
、
創
出

し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を
活
用
で
き
な
い
結
果
と
な
り
や
す
い
。
デ
ー

タ
を
分
析
し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
を
創
出
す
る
際
、
創
出
し
た
エ
ビ
デ

ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
を
具
体
化
・
明
確
化
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

②

課
題
設
定
の
た
め
の
目
標
の
価
値
判
断

計
画
策
定
時
の
基
礎
調
査
等
の
場
面
で
は
、「
統
計
デ
ー
タ
の

整
理
に
よ
っ
て
地
域
独
自
の
問
題
（
点
）
や
課
題
が
自
動
的
に
導

き
出
さ
れ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
子
ど
も

女
性
比
（
１５
〜
４９
歳
女
性
人
口
に
対
す
る
０
〜
４
歳
の
人
口
比
）

な
ど
の
指
標
を
近
隣
自
治
体
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
地
域
独
自
の

課
題
が
浮
き
上
が
る
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
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②課題設定のための
目標の価値判断

③データ加工条件の
適切な認識

①データ活用方法の
具体化・明確化

現状

問題（点）・課題

目標（あるべき姿）

し
か
し
、
問
題
（
点
）
や
課
題
は
、
一
般
的
な
デ
ー
タ
か
ら
自

動
的
に
導
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
（
点
）
や
課
題
を
現

状
と
目
標
（
あ
る
べ
き
姿
）
と
の
差
異
（
ギ
ャ
ッ
プ
）
と
定
義
し

た
場
合
、
目
標
（
あ
る
べ
き
姿
）
を
定
め
る
こ
と
な
く
問
題
（
点
）

や
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
客
観
的
と
思
わ
れ
る

「
デ
ー
タ
に
基
づ
く
課
題

設
定
」
に
お
い
て
も
、
主

観
的
な
目
標
（
あ
る
べ
き

姿
）
の
価
値
判
断
が
必
要

と
な
る
。

③

デ
ー
タ
加
工
条
件
の

適
切
な
認
識

基
礎
自
治
体
の
現
場
で

は
、
将
来
推
計
人
口
の
推

計
値
な
ど
の
加
工
さ
れ
た

値
を
見
る
際
に
、
そ
の
値

の
み
に
注
目
す
る
場
合
が

多
く
あ
る
。

加
工
さ
れ
た
デ
ー
タ
を

見
る
場
合
、
デ
ー
タ
加
工
の
条
件
を
認
識
し
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
議
論
を
適
切
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、
多
く

の
自
治
体
に
お
い
て
将
来
推
計
人
口
は
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
に
よ

り
推
計
さ
れ
る
た
め
、
将
来
推
計
人
口
は
基
準
人
口
・
出
生
率
・

生
残
率
・
移
動
率
の
設
定
方
法
（
前
提
条
件
）
に
よ
っ
て
値
が
与

え
ら
れ
る
。
出
生
率
や
移
動
率
の
設
定
に
加
工
者
の
意
図
が
込
め

ら
れ
て
い
る
場
合
や
、
過
去
の
推
移
を
使
用
し
て
い
る
場
合
な
ど
、

前
提
条
件
の
設
定
方
法
に
よ
っ
て
将
来
推
計
人
口
の
位
置
付
け
は

異
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
文
脈
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
国
や
都

道
府
県
等
が
創
出
し
た
狭
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
や
自
治
体
内
部
で
創

出
さ
れ
た
広
義
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
所
与
の
も
の
と
し
て
受
け
止
め

る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
創
出
さ
れ
た
エ
ビ

デ
ン
ス
で
あ
る
の
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
し
て
地
域
産
業
振
興
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

エ
ビ
デ
ン
ス
が
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
調
査
対
象
者
・
調
査
票
等

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
調
査
対
象
者
が
地
域
の
事
業
者
で
あ

る
場
合
と
、
地
域
住
民
全
体
で
あ
る
場
合
と
で
は
エ
ビ
デ
ン
ス
の

意
味
が
異
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
就
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
政
策

効
果
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
単
純
に
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
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就
業
率
の
変
化
を
測
定
し
た
場
合
と
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
の
有
無
以

外
の
重
要
な
条
件
を
同
一
と
し
た
上
で
就
業
率
の
変
化
を
測
定
し

た
場
合
と
で
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
意
味
は
異
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
創
出
・
活
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
の
条
件
を
適
切
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。お

わ
り
に

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
く
な
か
、
基
礎
自
治

体
に
お
い
て
は
財
政
制
約
が
今
後
よ
り
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
重
要
性
は
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
直
接
的
な
供
給
主
体
で
あ
る
基
礎
自
治
体
が

適
切
な
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
従
前
よ
り
取
り
組
ん

で
き
た
総
合
計
画
の
策
定
や
行
政
評
価
な
ど
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
適
切
に
エ
ビ
デ
ン
ス
を
活
用
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
そ
し
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
繰
り
返
し
の
中
で
よ
り
厳
密
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
求
め
、

政
策
効
果
を
高
め
る
な
ど
政
策
の
高
度
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
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必
要
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
等
〕

経
済
産
業
省
「
平
成
２８
年
度
政
策
評
価
調
査
事
業
（
経
済
産
業
行
政
に
お
け
る
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案
・
評
価
に
関
す
る
調
査
）
報
告
書
」

首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ

総
務
省
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
評
価
の
取
組
状
況
等
に
関
す
る
調
査
結
果
」

平
成
２９
年
６
月

三
浦
聡
「
経
済
産
業
省
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
取
組
」
平
成
２９
年
１２
月

＊
政
策
コ
ン
テ
ン
ツ
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
株
式
会
社
富
士
通
総

研
公
共
セ
ク
タ
ー
、
北
海
道
大
学
法
学
研
究
科
宮
脇
研
究
室
、

神
戸
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所
が
連
携
ハ
ブ
と
な
り
、
国
・
地
方
自

治
体
・
民
間
企
業
の
メ
ン
バ
ー
を
架
橋
し
、
政
策
的
課
題
を
多

面
的
に
検
討
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
本
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
課
題
認
識
、
政
策
創
造
の
視
点
等
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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